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徴 (てう)兵の令が降つた。あゝ遂に徴 (てう)兵の令が發布 (ふ)された。日韓併合以來卅三年の長きにわたつて、われら二千四百萬が日夜 (や)生活の目標とし忠誠 (せい)の□現とした徴 (てう)兵制は遂に布かれたのだ。最早われわれは何の躊躇 (ちよ)もなく大君 (きみ)の御盾 (たて)として一路感 (かん)激 (げき)邁 (まい)進 (しん)するのみであるが、兵は崇 (すう)高なる日本精神の所有 (いう)者でなくてはならず、覺 (かく)悟 (ご)は義 (ぎ)務 (む)の遂行に喜 (き)悦 (えつ)する盡忠の凝 (げう)結 (けつ)でなくてはならない。では、十九年度施行を待 (ま)つてわれわれは如何に鍛錬 (れん)し生活し思 (し)想 (さう)すべきか――これに應へるため本社 (しや)では十二日、軍 (ぐん)、官 (くあん)、民 (みん)各層 (そう)の代表者を本社 (しや)貴 (き)賓 (ひん)室 (しつ)に招 (まね)いて徴 (てう)兵實施に對する青年、少 (せう)年及びその母の進むべき道を訊く座 (ざ)談 (だん)會を催 (もよほ)した。
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一　義務を超えた光榮――この氣持こそ皇軍の眞髓だ

大津　　皆 (みな)さん、お待 (ま)たせ致 (いた)しました、只 (ただ)今からこの度發布 (ふ)されました徴 (てう)兵制度につきまして各方面 (めん)の權 (けん)威 (い)ある方々のお話を願 (ねが)ひたいと思 (おも)ひます。順 (じゆん)序 (じよ)と致 (いた)して私の方の編 (へん)集 (しう)局 (きよく)長嶋元さんに司會をお願 (ねが)ひしたいと思 (おも)ひますから御諒 (れう)承願 (ねが)ひます。
嶋元　　今日はお忙 (いそが)しいところ有難 (ありがた)う存 (ぞん)じます。愈よ私共 (ども)が待 (たい)望 (ぼう)してゐました徴 (てう)兵制度が昭和十九年から實施されることになりまして、二千四百萬半島 (たう)大衆 (しう)は今こそ本當に皇國臣 (しん)民 (みん)として生き行くの光榮を與 (あた)へられる譯 (わけ)でありますと同時に、今こそ二千四百萬半島 (たう)大衆 (しう)が眞に皇國臣 (しん)民 (みん)として生きるべく眞の日本人への錬 (れん)成と反 (はん)省 (せい)の大きな道が開かれたと思 (おも)ひます。それにつきまして、この喜 (よろこ)びが有 (う)頂 (てう)天の喜 (よろこ)びに終つたならばそれこそ取返しのつかないことが起 (おこ)りませうし、又徴 (てう)兵制度といふものを一つの權 (けん)利義 (ぎ)務 (む)であるやうに解 (かい)釋 (しやく)するやうな事は斷 (だん)じて許されません。日本の徴 (てう)兵制度といふものは外 (ぐわい)國にない日本のみにある我 (われ)々國民 (みん)に賜 (たまは)りました光榮ある絶 (ぜつ)對の義 (ぎ)務 (む)であるといふ、このことを本當に半島 (たう)の大衆 (しう)に大いに徹底 (てつてい)してそこから皇國臣 (しん)民 (みん)であるといふことを徹底 (てつてい)してゆかなければならぬのであります。つきましては今日はその局 (きよく)に當られる八木さん、志 (し)願 (ぐわん)兵の錬 (れん)成、育 (いく)成に一意專 (せん)心されてをられる海田大佐 (さ)、それから直接 (せつ)軍 (ぐん)の方に關係 (けい)のある大久 (く)保 (ぼ)中佐 (さ)、その他 (た)の方々にお願 (ねが)ひし、又半島 (たう)側の有 (いう)力な指 (し)導 (どう)者として夏 (なつ)山、香 (か)山さんに来ていただきました。眞の軍 (ぐん)人精神を發揮 (き)しまして立派 (は)な手柄 (がら)を立てて行くには必ず母の偉 (い)大な力があるのであります。今度の大東亞 (あ)戰 (せん)爭 (そう)においても日本の母は九軍 (ぐん)神を生んでをるのであります。こゝにこそ偉 (い)大にして強 (つよ)い日本の母があるのであります。これから本當に日本の軍 (ぐん)人を生み育 (そだ)てて行かねばならない、その半島 (たう)のお母さん達は之 (これ)から如何に行くべきか、そのお話を聞 (き)くためにご婦 (ふ)人お二方をお願 (ねが)ひしました。青年の心からの叫びを聞きたいと思 (おも)ひましてお二人をお願ひしたのであります。さういふ立場から今日は固 (かた)苦 (くる)しいお話でなく本當に砕 (くだ)けた氣持で皆 (みな)さんにお話をして頂 (いたゞ)いたならば幸ひだと思 (おも)ひます。先づ徴 (てう)兵制度が發表されまして、これに對しどういふ反 (はん)響 (けう)があつたかといふことは旣 (すで)に私共 (とも)の新聞 (ぶん)で取り上げてをりますが、さういふ表面的なものではなく都會の隅々、または農村の隅々に至るまで青年や或は父兄、婦人の方方にどういふ反 (はん)響 (けう)があつたかといふことにつきましてどうぞ夏山さんから。
夏山　　私は今度の發表を聞きました時には物も言へない程感激したのであります。私は初め新聞社の方が警防團の訓練をやつてゐます私のところに知らしてくれたのであります。實に愉快でありました。その感激と申しますのは、併合卅有餘年間色々紆余曲折はあつたのでありますが、日本の朝鮮統治は全く成功致して朝鮮の民衆が向ふべき目標がはつきり決まつてゐた、殊に今回は徴兵制の施行により半島民衆が内地の同胞と同様の　天皇陛下に御奉公申上げる機會を與へられた、このことを考へます時には全く半島の民衆は眞に名實共に皇國臣民になれたのだと言ふことで全く感激したのでありました。これまでには色々な事件もありましたが、この制度は決して政策的に施されたものではありません。日本の軍隊は世界無二のものである、さう言ふ皇軍の中に朝鮮人を加へて頂くといふことは決して政策的のものが加味さるべきものでない、精兵、強兵として送り出さなければならん、その兵隊を朝鮮民衆から採ると言ふことはこれは皇恩の廣大無邊を示されるもので眞に名實共に我々は皇國臣民であると言ふことになつたのであります。總督閣下のお話のやうに十億の東亞の民衆を指導する中核は日本人である。その日本人は誰かと言へば即ち内地人と朝鮮人を合したこの日本人である。
この際 (さい)朝鮮 (せん)に徴 (てう)兵制度が實施されたと言ふことは取りも直さずその資 (し)格 (かく)を與 (あた)へられたことにもなると言ふお話がありました。全くこゝにこの機 (き)會を得ましたことを私は感 (かん)激 (げき)すると同時に非 (ひ)常 (ぜう)に愉 (ゆ)快 (くわい)に考 (かんが)へます。朝鮮 (せん)の民 (みん)衆 (しう)はよくなりつつある。大正八年のやうな非 (ひ)常 (ぜう)な不祥 (せう)事件 (けん)もありますが、その後朝鮮 (せん)の民 (みん)衆 (しう)と言ふものは、はつきり日本の皇道精神といふものを把 (は)握することが出來、よくなりつゝあつたのであります。今日では半島 (たう)民 (みん)衆 (しう)の行くべき道ははつきりと決まつて朝鮮 (せん)人は日本人になり切る以外に道はないといふことをはつきり知つてゐます。特殊 (しゆ)のものを除 (のぞ)く全部 (ぶ)のものはさう確 (かく)信してゐます。この朝鮮 (せん)の眞相をお上からよく見て頂 (いたゞ)きまして、この制度が實施されるに至つたことは非 (ひ)常 (ぜう)に愉 (ゆ)快 (くわい)であります。なほ先程 (ほど)も編 (へん)集 (しう)局 (きよく)長からお話があつたやうに動もするとこれを權 (けん)利義 (ぎ)務 (む)といふやうに考 (かんが)へるものがあつてはいけないといふ心配 (ぱい)であります。よく朝鮮 (せん)に徴 (てう)兵制度を要望した連 (れん)中の中には眞に國家のために御奉公 (こう)するために要望 (ぼう)したものではなく朝鮮 (せん)にさういふ權 (けん)利を獲 (くわく)得するために主張した人間が一部にはないとはいへません。過去の經驗 (けいけん)からいつて不 (ふ)純 (じゆん)な分子はさう考 (かんが)へるかもしれません。また一部 (ぶ)にはこの義 (ぎ)務 (む)を果 (は)たすことになつたのだから當然これに伴 (ともな)ふ權 (けん)利があると豫 (よ)想 (さう)するものもあるかも知れません。これは權 (けん)利とか義務 (む)の問題 (だい)ではありません、國民 (みん)として　天皇陛下に御奉公 (こう)申上げることの出來る有難 (ありがた)さと光榮、これを思 (おも)はねばなりません。これについて若し間違 (ちが)つた考 (かんが)へ方を持つてゐる者がありとすれば、お互が努 (ど)力すべきであると考へます。その次は後で李 (り)侯 (こう)爵 (しやく)夫人の洪 (こう)さんからお話があると思 (おも)ひますが、男子の方はこのことについては相當理 (り)解 (かい)が出來てゐますが母親 (おや)の考 (かんが)へ方はまだまだ及ばざるところがあるやうに考 (かんが)へてゐます。これがためにこの制度が實施されまして皇國臣 (しん)民 (みん)の一人として國家に御奉公 (こう)する機 (き)會を與 (あた)へられたにも拘らず、その家族 (ぞく)全部 (ぶ)がさういつた氣持にならないで、いやいやながらそれに追隨 (ついずい)して行くといふことではいけない。
半島の家庭においてはややもするとお母さんの方がさういふ氣持になりはしないかと思ひます。近來朝鮮の婦人啓蒙運動は非常に活發になりましたのでさう言ふことは解消すると思ひますが、實施まで二年の餘裕しかないのでその間に母親に喜んで御奉公するやう認識させることが必要です。
嶋元　　香山さん、インテリ方面は如何ですか。
香山　　私の所に訪ねて來た必ずしも時局的の人間ではなかつた二人の若者に對し、君達は何う思つたと聞いたら非常に喜んでゐました。若い者達のこれは僞らない言葉だと思ひます。所謂案じるより生むが易いといふ通りで誠にやつて見れば案じることはないと思ひます。青年達インテリ階級に對する心配はないと思ひます。眞に皇國臣民になり切つて國に力を盡していけば、行く行くは三大義務の最後の義務を賜るのだといふ氣持は奬勵してもよいと思ひます。それを今度の發布に結びつけて當然のものだと考へることはいけません。さういふものは夏山さんのお話のやうにやつつけることがよいと思ひます。お前達朝鮮の子供でも忠義を盡せば大將にもなれるといふやうな希望を持たせることは非常によいのではないかと思ひます。然しそれをこちらから要求するという氣持は悪ひと思ひます。昭和十三年に志願兵制度が布かれましたが、之は今から考へますと試驗であつた。その試驗に及第したやうなものだと思ひます。それによつて光榮ある義務を授かつたものであると考へてゐます。其は國民として十分忠義を盡す、それで最後の義務を賜るのだといふ考え方はよいのではないかと考へます。（1942年5月14日）

二　體格だけでは駄目　三千年の強さを識れ

嶋元　　八木さん、それについて
八木　　本當に皇國臣 (しん)民 (みん)になり切つてしまへば陸軍 (ぐん)大將にもなれるといふことでなければ内鮮 (せん)一體 (たい)でない、さういふ大きな希 (き)望 (ぼう)といひますか、皇國臣 (しん)民 (みん)となりうるやうな心構 (かま)へで努 (ど)力して行くことが必要だと思ひます。徴 (てう)兵制度が出來た、その代償 (しやう)として求めるといつた考 (かんが)へ方は斷じていけません。何處までも我 (われ)々日本國民 (みん)といふものは只管個 (こ)人とか、團 (だん)體 (たい)とかいふことでなく、陛下の御爲の存 (そん)在である、國家の爲の存 (そん)在だといふ[氣持で]默 (もく)默 (もく)として自分の踏 (ふ)むべき臣 (しん)道を只管に歩 (ある)いていけば、結 (けつ)局 (きよく)そこに國民 (みん)として　陛下から賜 (たまは)るものはそれに伴 (ともな)つて來ると考 (かんが)へられます。半島 (たう)の人々が前途 (と)に光明を持つて、本當に皇國臣 (しん)民 (みん)としての力強 (つよ)さを持つて行くことはよいことと思 (おも)ひます。代償 (しやう)を求 (もと)めるがためにやるという考 (かんが)へ方は絶 (ぜつ)對にいけません。
香山　　徴兵制度の出ない前ですが、二三の大學生達に話を聞いたのでありますが、その人達は餘り思想の穩健でない人達でありますが、その人達は日本が本當に朝鮮人を内地人と同様にしてくれるのは何時のことだか判りはしないと言ふことを言つたので、私は信ずる、斷じて信ずる、日本は　天皇陛下のおつしやつたことが變るやうな國ではない、變つたらたいへんだ、　天皇陛下は御詔勅を發せられて申されたのであるから絶對に變ることはないと答へた。その後この學生に會つて、今回徴兵制が敷かれる事となつた、これでも君達は信じないかと言つたら、信じます、徴兵制が出來ました以上信じますと答へてゐました。かう言ふ譯でありますから信ずることが必要である、只御奉公することが日本國民の光榮ある務であると言ふことをインテリ階級の人は知つてゐます。只本當にさうなるのかならぬのかと言ふ疑點が最後に殘つてゐたので、それさへ解ければ問題はないのであります。今はそれが解けたのです。
八木　　当局としては徴兵制度が布かれなくてもさういふ方向に向かつて一生懸命に持つて行かうとしてやつておつたのであります。それが理解されなかつたのであります。
香山　　それが知識階級の人たちに□然としてゐなかつた。所謂凡人に屬するものでありませう。（笑聲）
嶋元　　海田さん、志 (し)願 (ぐわん)兵の成績 (せき)といふ事が各方面 (めん)に非常 (ぜう)に好 (こう)影 (えい)響 (けう)を及ぼしてゐますが、あそこまで持つて行くには大變 (へん)な苦 (く)心があつた事と思 (おも)ひます。これは今後の青年への大きな教 (けう)訓 (くん)と考 (かんが)へますので、その點 (てん)をどうぞ。
海田　　昭和十三年にこの制度が出來た時に、こんな大任 (にん)が私共 (とも)に負はされた、私共 (とも)はそんな柄 (がら)ではないけれど、兎 (と)に角 (かく)お引 (ひき)受 (う)けしたのであります。然しその當時はどうしてこれを訓練 (くんれん)するかといふ目標に苦 (く)心しました。私共 (とも)も半島 (たう)の歴史に極 (きわ)めてうといし、半島 (たう)青年の心證 (せう)を知る機 (き)會もなかつたので、實はその當時はどうしてやつていくかと毎日不安で日を送つてをつたやうな狀 (じやう)態 (たい)で、然し何時まで不安で日を送つてをつたところで仕方ないので、何んとかしなければならんといふので、ご承知のやうに昭和十三年の六月から帝 (てい)大法文 (ぶん)科の講 (こう)堂 (どう)を借りて始 (はじ)めたのであります。さて實地に取りかゝつて最初 (しよ)の日は職 (しよく)員が初対面 (めん)の挨 (あい)拶 (さつ)で、名刺を以て私は斯ういふものでどうか宜 (よろ)しくといふやうな始 (し)末で、どの人がどんな氣持を持つてゐるのか、どれだけの經驗 (けいけん)を持つてをられるのか全く判らない。斯ういふ大きな仕事といふものは職 (しよく)員といふものが渾然一體 (たい)となつ[て]やらなければ出來ない。そこで全職 (しよく)員が渾然一體 (たい)となつて一の魂となつて青年とぶつからうといふので始 (はじ)めた。これで六月から十一月迄 (まで)やつたが、自分ながらどんな結 (けつ)果 (くわ)になるか暗 (くら)闇 (やみ)を探 (さぐ)るやうであつた。幸ひ入つて來た青年は非常 (ぜう)な氣魄と熱 (ねつ)を持つて飛 (と)び込んで來た。その後に入つて來たもの[と]比 (くら)べて、非常 (ぜう)によかつた。この熱 (ねつ)と努 (ど)力で十分の成績 (せき)を舉 (あ)げてくれたことと思ふ。幸にさういふ粒 (つぶ)選りだつたので、第一回の生徒 (と)は無事に終 (しう)了 (れう)して軍隊 (ぐんたい)に送ることになつた。さて軍隊 (ぐんたい)に入つて、十分兵隊としての成績を舉げることが出來るだらうかといふことが不安でならなかつた。我々の手を離れて軍隊 (たい)に入つて相當の成績 (せき)を舉 (あ)げてゐるといふことを聞 (き)いてやつと責任 (にん)を解 (かい)除されたやうな氣がしました。然し當時は丁度事變 (へん)で志 (し)願 (ぐわん)兵を戰 (せん)場にやらなければなりません。〇〇部 (ぶ)隊 (たい)は北支に出動してゐましたから志 (し)願 (ぐわん)兵出身 (しん)も出動を命 (めい)ぜられた。この時御承知のやうに慶 (けい)會樓 (ろう)に壯 (そう)行會を催 (もよほ)した。志 (し)願 (ぐわん)兵は多 (た)年の念 (ねん)願 (ぐわん)が叶 (かな)つて非常 (ぜう)に喜 (よろこ)んでをつた。私の心は戰 (せん)場で十分な御奉公 (ほうこう)の實を舉 (あ)げてくれるやうにといふ考へで一パイであつた。愈よ明日は出發という時に一同を集めて車坐になつて『喜 (よろこ)んで死 (し)んで歸れ』といふことをいつたのです。その晴 (はれ)の彼 (かれ)等の態 (たい)度は立派なもので、起立して齒 (は)を喰 (く)ひしばつて、固 (かた)い決意を以て『必ずお言 (こと)葉通りやつて歸ります』といふ (ママ)異 (い)口 (く)同音 (おん)に申しました。それで安心したのであります。又當時の所長であつた鹽原學務 (む)局 (きよく)長はそれこそ夜一睡 (すい)もせず日の丸 (まる)の旗 (はた)に武 (ぶ)運 (うん)長久 (きう)と書かれた國旗 (き)を一人々々に渡 (わた)された。あれを思 (おも)ふと感 (かん)慨 (がい)無量 (れう)のものがあります。その後の事柄 (がら)は御社の紙上にも發表されてゐますが、李 (り)仁錫が眞先に戰 (せん)死 (し)を遂げ、或日十數名の戰 (せん)傷 (しやう)を出したのでありますが、何れも身命 (しんめい)を賭 (と)して立派 (は)に戰 (せん)場において内地の壯 (そう)丁と伍して何等遜 (そん)色がないといふことを聞いて私は重荷を降ろしたやうな氣がした。それからずっと今日まで、御承知の通り本年は二十五萬の志 (し)願 (ぐわん)者が殺 (さつ)到 (たう)してゐまして、そこで今年は四千五百人を採ることに新聞 (ぶん)紙上に發表せられて、非常 (ぜう)に國 (こく)家のため心強 (つよ)いものを感 (かん)ずるのであります。
嶋元　　志願兵はあの發表を聞いてどう言ふ事を言つてゐます。
海田　　内地の全國協和會主任の講習會があつて、それに出席して歸つて來た許りで十一日一寸訓練所に行きました。まだ直接に生徒に會つてゐませんので精しいことは知りませんが、職員から聞いたところによると、突然今回徴兵制度が發表せられて眞に内鮮一體、一視同仁の大御心を拜し、その宏大無邊の有難さに何とも言いやうがない、我々のやうなものが言葉に現すことが出來ない、これも第一期から八期までの先輩が軍隊に入つて相當の成績を舉げた、その實績が認められたと言ふ大きな原因があるだらう、我々も先輩に劣らないやうに、近く卒業したならば確り頑張つて御奉公しなければならんと言つてゐます。
嶋元　　街や部落には喜びが色色の形で現れてゐますが、その色色の喜びに對し一つ軍の立場から。
大久保　　街の喜びといふもの、民間の喜びは直接徴兵に當るものに特に大きな拍車をかけると言ふ結果になると思ひ、非常に愉快に思ふのであります。朝鮮に徴兵制が布かれて日本の實力と言ふものは相當強くなつて來ると言ふことは非常な喜びで、固より日本としては頭數ばかり揃つて兵力が多くなつたという言ふことを望んでゐるのではない、頭數なんかいくら多くても烏合の衆では何んの役にも立たない。印度兵、マレー兵と言ふものを見るとよく判ります。さういふものは日本では期待しない。盡忠報國の上から戰闘の苦労に耐へ得る立派な軍隊でなければ戰爭に勝てない。
朝鮮 (せん)に徴 (てう)兵制が施行されたといふことは、朝鮮 (せん)に對して當局 (きよく)が確 (かく)信を持つて絶 (ぜつ)大な信頼 (らい)をかけるに至つた、内地人と變 (かは)らないやうに精兵として役に立つといふ確 (かく)信を持つたといふことを證 (せう)するものである。その信頼 (らい)されたといふ喜 (よろこ)びが今溢 (あふ)れてゐるのだらうと思ふ。それで我 (われ)々の特に感 (かん)ずることは、これだけの信頼 (らい)をかけて、これだけの大英斷 (えいだん)を行つた以上は、是 (ぜ)非ともその期 (き)待 (たい)信頼 (らい)に背 (そむ)かぬやうな實績 (せき)を舉 (あ)げなければならん、苟 (いやし)くも當局 (きよく)の判 (はん)斷 (だん)なり信頼 (らい)が間違 (ちが)つてをつた、誤 (あやま)つてをつたといふやうなことがあつたとすれば、それこそお上に對して申譯 (わけ)がない。取返しのつかん問題 (だい)である。先づさういふことは絶 (ぜつ)対にないと今日では思 (おも)はれてゐますが。先き程お話したやうに、全般的 (てき)に内鮮 (せん)一體 (たい)の實が顕著 (ちよ)になつたといふこと許りでなく、志 (し)願 (ぐわん)兵の成績 (せき)を見ても亦 (また)現に第一線 (せん)で働 (はたら)いて來たものを見ても、内地人と少 (すこ)しも變 (かは)らんといふ事實が雄辨 (ゆうべん)に證 (せう)明してゐる。それで確 (かく)信を持ち得るやうになつたのであります。しかし何といつても徴 (てう)兵令によつて全鮮 (せん)から兵隊を採 (と)るとなると志 (し)願 (ぐわん)兵のやうに自ら志 (し)願 (ぐわん)したその中からごく僅 (わづ)かなものを選び抜 (ぬ)いて來たものより少 (すこ)し質 (しつ)が落ちるかも知れないといふやうなことも考 (かんが)へられぬでもないのです。體 (たい)格 (かく)その他 (た)においては一般的 (てき)に優秀 (いうしう)であつたといふやうに見られてゐますが、日本の兵隊 (たい)の強 (つよ)さといふものは科学的 (てき)なものでなく二千年來の日本精神である。その精神的 (てき)な血 (ち)によつて繋 (つな)がつてゐる強 (つよ)味 (み)といふものは旣 (すで)に支那 (な)事變 (へん)においても變 (かは)りなしと見られてゐます。全般的 (てき)になると幾 (いく)分そこに考 (こう)慮 (りよ)せられる餘 (よ)地があるのではないか、さういふ方面 (めん)にはこれから先、大に訓 (くん)練 (れん)を要するのではないかといふことが考 (かんが)へられます。もとよりこれに對して非常 (ぜう)な決心と勇猛 (ゆうもう)心を起してゐると思 (おも)ひますが、この機 (き)會に今までにない立派 (ぱ)な精神的 (てき)要素 (そ)が活用されて來ると思 (おも)ふ。更 (さら)に周圍 (い)から國民 (みん)全般の熱 (ねつ)意を大いに煽り立てる、その方面 (めん)に大いに拍 (はく)車をかけることが必要であります。具 (ぐ)體 (たい)的 (てき)な問題 (だい)として國語 (ご)をもつと普 (ふ)及しなければならんとか、軍 (ぐん)事教 (けう)練 (れん)を大いにやらなければならんといふこともありますが、これ等の技 (ぎ)術 (じつ)的 (てき)要素 (そ)といふものは要するに根 (こん)本になる精神的 (てき)要素 (そ)を愈よ擴 (くわく)充 (じう)する、この點 (てん)を飽 (あく)まで盡忠報國の精神を涵養 (かんよう)するといふことを疎かにしたならば、それは大變 (へん)なことになると思 (おも)ふ。大體 (たい)今日までの日本の軍隊 (ぐんたい)の訓練 (くんれん)といふものも、固 (もと)より傳 (でん)統 (とう)の立派 (ぱ)な精神は常 (つね)に持つてゐるけれども、然しそれに愈よ磨 (みが)きをかけて發揚 (やう)しなければならんといふので、軍 (ぐん)隊 (たい)訓 (くん)練 (れん)の總 (すべ)ての目的 (てき)はこの點 (てん)に重點 (てん)がおかれてゐるのであります。この問題 (だい)は新しい問題 (だい)ではないが、常 (つね)に積極 (きよく)的 (てき)に要[求]されてゐるのであります。愈よ本令が布 (し)かれることになつたのは、こゝに内鮮 (せん)一體 (たい)の實が動かす[ベ]からざるところに到 (とう)達したといふことを證 (せう)するもので、我 (われ)々としても何んともいへぬ力強 (づよ)さを覺 (おぼ)えた譯 (わけ)である。これからは總 (すべ)ての方面 (めん)においてこの氣持が愈よ強 (つよ)められて行くのではないかと思 (おも)ふ。（1942年5月15日）

三　母は誇れ“子は國の寶”

大津　　海田さん、訓 (くん)練 (れん)所の生徒 (と)を育てた體驗 (たいけん)を通してこれからの壯 (そう)丁の心構 (かま)へをお願ひします。
海田　　今後この準 (じゆん)備 (び)期間に半島 (たう)の指 (し)導 (どう)者として、或は青年自らとしても、どんな心構 (かま)へをして行くかといふ事柄 (がら)について、餘 (よ)程 (ほど)この準 (じゆん)備 (び)期間に實際的 (さいてき)實行訓練 (くんれん)が必要であると思 (おも)ふ。といふのは訓練 (くんれん)所の過去 (こ)の經 (けい)驗 (けん)から見ても優 (すぐ)れた代表的 (てき)青年が來ただけに相當立派 (ぱ)なことを口ではどんどんいふ。併しながらそのいつた事柄 (がら)を如 (い)何に實行するかといふことを一歩踏 (ふみ)込んで訊いて見ると、なかなかそれが立所に出ない。例 (たと)へていふとこの間内地に空襲 (くうしふ)があつた。その例 (れい)からして此處に一つの焼 (せう)夷彈 (だん)が落ちた、誰 (だれ)も外 (ほか)に人はいない、たゞ一人をつて、愚 (ぐ)圖愚圖してをつたらこの室は焼 (や)けてしまふ、どうするかといふ實際 (さい)問題 (だい)を與 (あた)へても、その答へは實際的 (さいてき)でなければならぬのに口 (くち)で答へる、口頭 (こうとう)禪に終る。どうも實行といふもの[と]大分離 (はな)れたことをいつてゐる。從つて一死 (し)君 (くん)國に報ずるとか、或は頑 (ぐわん)張るとか、或は責任 (にん)を果 (はた)すといふことは立派 (ぱ)に青年が答へるけれども、どうする事が責任 (にん)を果 (はた)したのか、どうしたことが頑 (ぐわん)張つたのか、或はどうしたことが一死 (し)君 (くん)國に殉 (じゆん)じたのか、口頭 (こうとう)禪に終つて實行とかけ離 (はな)れてゐるやうなことが、過去の訓練 (くんれん)所の訓 (くん)話においてもよく現れて來る。だから今後この半島 (たう)の指 (し)導 (どう)者階 (かい)級 (きふ)なりに望 (のぞ)み又青年その人に望 (のぞ)む事柄 (から)は、日々の生活を通して、斯うすることが今日この事件に打 (ぶ)突 (つ)かつて君 (くん)國に準 (じゆん)ずる手段 (だん)だ、或は今日この仕事を斯うやることが責任 (にん)をやりをふしたことだ、或はこの仕事に對してこゝまで斯うやつて置 (お)く事柄 (から)が物を頑 (ぐわん)張り通した、或は大東亞 (あ)戰 (せん)爭 (そう)をどこまでも戰 (たゝか)ひ抜 (ぬ)くといふやり方だといふ、日々の生活を通して幾 (いく)多 (た)の責任 (にん)を果 (はた)し切るとか、或は物を堅 (けん)忍 (にん)不抜 (ばつ)にやりをふすとか、或は君 (くん)国のために喜 (よろこ)んで任 (にん)務のために斃 (たふ)れるといふことは、朝から晩 (ばん)までの仕事に絶えず出て來ることだらうと思 (おも)ふ。
それを終始實物について口でなく實行で現れるやうに指導しなければ役に立たぬだらうと思ふ。さういふ點はこの準備期間にしつかりと、期せずして實行の上に現れるやうに指導するのが準備ぢやないか。もう一つは物の考へ方を、どうもともすれば若い人の一部分には自分といふものを中心に、又自己を立脚点として物を眺める、さうして斯うすることは自分のためになるかとか、或は自分にどういふ影響が來るかといふ、その物の考へ方なり判斷といふものが常に自分を基調として物をいつて來る。今後の生活の上に於て常に若い人が考へねばならぬことは、國家といふことを中心に、一つの仕事に打突かつて、この仕事をして行つたならば、それがどれだけ國家のお役に立つか、お役に立つには自分は如何にして行つたら宜いか、物を考へ、また手段を講じて置かなければ、どうしても一死君国に準ずるといふ具体的のものが現はれて來ぬだらうと思ふ。これは如何にも分り切つたことを要望するやうでありますけれども、訓練所の過去數年間の經驗から、この準備期間に、有頂天に喜び、有難い、感激に堪へないといふことだけでなくして、いざこれが實施といふ時にはどの青年をつかまへても充分に實績が舉るやうに訓練して置く事柄が、今度の徴兵制を布かれた一つの恩典に報ゆる途だと思ふ。
嶋元　　夏 (なつ)山さんから御婦 (ふ)人のことについてお話がありましたが、今盛 (さか)んに婦 (ふ)人の啓 (けい)蒙 (もう)運 (うん)動が起つてゐますが。
宮村　　今度のこの歴 (れき)史 (し)的 (てき)な感 (かん)激 (げき)の實を舉 (あ)げる責任 (にん)者は先づ母ではないかと思 (おも)ひます。この責任 (にん)は學校であると思ひます。學校の問題 (だい)を別にして考 (かんが)へられない、詰 (つま)り學校とお母さんではないかと思 (おも)ひます。この發布 (ふ)を知つた瞬間私は男の子を持つたお母さんを思 (おも)ひ出しました。晴 (はれ)々とした感 (かん)激 (げき)に燃 (も)えたお母さん達。總 (すべ)ての婦 (ふ)人の修 (しう)養 (よう)と地位 (ゐ)を高めなければならん、これこそ本當に婦 (ふ)人啓 (けい)蒙運 (うん)動を眞劍 (けん)に考 (かんが)へねばならんと、つくづく感 (かん)じました。それには先づ家庭 (てい)生活をよくして行く、さういふことを考 (かんが)へ、又現在婦 (ふ)人の貧 (ひん)弱さを考 (かんが)へます時に、學校教 (けう)課 (くわ)の内容 (よう)をもつと科学的 (てき)に強 (つよ)めて行くといふことが必要ではないかと考 (かんが)へます。今後は子供 (ども)をいふものを國の寶として取り扱 (あつか)ふといふ風な氣持を持たせるやうにしなければなりません。さうして本當の軍 (ぐん)人の母とならなければならんと思 (おも)つてゐます。
大津　　洪 (こう)さんは男兒 (じ)を幾 (いく)人お持ちですか。
洪　　　一人は京畿 (き)中學校、1人は國民 (みん)學校三年であります。
大津　　それでどういふ風に育 (そだ)てゝ行こうかといふ覺 (かく)悟 (ご)の程 (ほど)を聞 (き)かしてくれませんか。
洪　　　この度の徴 (てう)兵制度發布 (ふ)については二千四百萬のものは大御心の有 (あり)難 (がた)さに感 (かん)泣 (きう)しないものはありません。これこそ私達二千四百萬のものが一人殘らず本當の皇國臣 (しん)民 (みん)として見て頂 (いたゞ)けるといふ嬉 (うれ)しさに感 (かん)泣 (きう)しないものはないだらうと思 (おも)ひます。然し私は一番先に心配 (ぱい)になつたのは、朝鮮 (せん)の母といふものは子供 (ども)を慈しみ育 (そだ)てることには何れの國の母にも劣 (おと)らないのでありますけれど、教 (けう)育 (いく)といふ點 (てん)において、ずつとおくれてをるといふことは事實ではないかと思 (おも)ひます。それに今迄 (まで)は子供 (ども)を育 (そだ)てるのは母の義 (ぎ)務 (む)である、責任 (にん)であるといふ氣持、心掛は持つてゐなかつたと、斯う申しても差支へないのではないかと思 (おも)ひます。今までの志 (し)願 (ぐわん)兵におきましても、本人は行きたいと熱望 (ねつぼう)して父や祖父が許しても、家族 (ぞく)の中で母が却 (なか)々許さないといふことを聞 (き)きましたので、私共 (とも)が地方を廻ります時には、なるべく志 (し)願 (ぐわん)兵制度の根 (こん)本精神を説き、その誤 (あやま)つた考 (かんが)へを直させやうと努 (ど)力して參りました。然し本當に地方を廻つて見ますと矢 (や)張りそれを喜 (よろこ)ばない、その一つは朝鮮 (せん)には昔から軍隊 (ぐんたい)といふものが御座 (ざ)いませんでした。
從つてそれに對する理解が足りなかつたために、只戰と言ふものは恐いものだ、軍人になれば命はないものだと言ふ風に考へてをつたのであります。さう言ふ譯でありますから、まだ國民の義務とか又責任とか言ふことは、まだ理解してをらなかつたやうに思ひます。それにしてもあと二年で徴兵が實施されますので、本當に軍国の母にならなければなりません。この半島婦人の本質から言へば、總ての教養、常識と言ふものが足らないといふことは事實で、この人達を如何にして導きその子供を育て上げて本當に皇軍[と]して恥しくない軍人に育てるかと言ふことが一番問題ではないかと思ひます。青年そのものについては決してその素質からまた體質からいつても恥しくないものと思つてゐますけれども、母だけは再教育するのが急務だと思ひます。今までは子供を育てれば[よかつたが]、その子供が本當に國に盡す　天皇陛下に盡すと言ふその精神的教育、本当の日本人を作るといふ自覺が半島の婦人に大切です。それでなくともこの時局柄、銃後婦人として日本婦人として[自己]認識[し、]出來るだけの力がなければならんと言ふことで半島婦人の啓蒙が叫ばれてゐる今日、この徴兵制度で婦人の責任は一層重くなつたのでありますから、今後は軍人の母として恥しくないやう目醒まして參るやうに、又おくれてゐる人達を指導して行くといふことが必要と思つてゐます。
大津　　徴兵制度が發布された時に、貴女は子供さん方にどう言ふ風に説明されましたか。
洪　　　子供が先に學校から歸つて申しました。私はその時新聞 (ぶん)がまだ參りませんので判 (わか)りませんでしたが、子供は『お母さん、朝鮮 (せん)にも徴 (てう)兵制度が出來ました』『さうですか』といつて一寸二人とも無言 (ごん)でゐました。元來長男は士 (し)官 (くわん)學校に行くのだと熱望 (ねつぼう)してゐますので、子供の覺 (かく)悟 (ご)のほどは讀みとれました。
香山　　私の身 (み)内のもので一人娘 (むすめ)を持つてゐる者があります。知識 (しき)階 (かい)級 (きふ)でありますが、一人子ですから非常 (ぜう)に大事にしてゐます。子供は兵隊 (たい)のところに嫁 (よめ)に行きたいと申してゐるので、私が母に子供が行くといふのならやつたらと申すと、母は大變 (へん)怒 (おこ)つて何うしても聞 (き)きませんでした。ところが九日のあの發布 (ふ)を見ると非常 (ぜう)に喜 (よろこ)んでゐまして本當に喜 (よろこ)ばしいと張切つてゐますので、變 (かは)つたのですかと聞 (き)くと、恥 (はづ)かしいさ (ママ)うな顔をしてそはそはしながら娘 (むすめ)もこれで兵隊 (たい)さんの妻 (つま)になれると思 (おも)ふと喜 (よろこ)ばしいといつて、御馳 (ち)走 (そう)を食 (ママ)つて喜 (よろこ)んでゐました。さうした譯 (わけ)ですから母もいざといふ場合になれば氣持がすつかり變 (かは)るのでありますから、母に對する心配 (ぱい)、さうむつかしいものではないと思 (おも)つてゐます。（1942年5月16日）

(完)軍神になる目標を摑め

嶋元　　母の教 (けう)育 (いく)問題 (だい)ですが、この大部 (ぶ)分のお母さんは農村です。從つて教 (けう)育 (いく)程 (てい)度が低 (ひく)いと思 (おも)ひますが、昨年農業 (げう)報國隊 (たい)の青年の話にあつた[が、]朝鮮 (せん)の母親 (おや)も内地の家庭 (てい)を見倣 (なら)つて貰 (もら)ひたいといふ。どういふことかと聞 (き)くと、私は内地に行つて農家で世 (せ)話になつたが、とても子供 (ども)を大事にしてゐる。教 (けう)育 (いく)や躾など起居動作については相當嚴 (きび)しいけれども非常 (ぜう)に大事にする。勿 (もち)論 (ろん)朝鮮 (せん)の母親 (おや)も怒 (おこ)る時は怒 (おこ)り、可 (か)愛 (あい)がる時は可 (か)愛 (あい)がるが、大事にすることと可 (か)愛 (あい)がることとは違 (ちが)ふ。朝鮮 (せん)の家庭 (てい)でも農村家庭 (てい)でも子供 (とも)を大事にしてくれたらよいと思 (おも)ふといつてゐましたが、婦 (ふ)人啓 (けい)蒙 (もう)運 (うん)動もさういふことから入つて行かなければならんと考 (かんが)へます。
宮村　全くさうなくてはなりません。婦 (ふ)人の教 (けう)育 (いく)の問題 (だい)もさういつたところから入るべきで、それと同時に國 (こく)體 (たい)觀 (くわん)念 (ねん)を明徴 (てう)にして、子供 (ども)は國に召 (め)されるものといふ觀 (くわん)念 (ねん)を植 (うゑ)付けなければなりません。
夏山　　香 (か)山さんのお話にもありましたが、先日私が總 (そう)督 (とく)の訓 (くん)示 (じ)を聞 (き)いて歸る途 (と)中□□燮といふ人に會ひました。その時の話です。その人は二人の男子があります。今までお母さんは兵隊 (たい)になることには反 (はん)對してゐた。それが今度の發布 (ふ)で『朝鮮 (せん)も愈よ兵隊 (たい)さんが出來ますね』とまるで豫 (よ)定してゐたかのやうに喜 (よろこ)んでゐたといふのですが、さうして見ると愈よ[と]なるとさう悲 (ひ)觀 (くわん)したものでもないと思 (おも)ひます。之 (これ)は大きな力、超 (てう)越 (えつ)した大きな力のせいではないかと思 (おも)ひます。子供に教 (おし)へるにしましても目標を與 (あた)へる。それには歴 (れき)史 (し)を教 (おし)へてかういふ豪い人がある、お前達もさうなくてはならんといふ風に學校でも家庭 (てい)でも教 (おし)へる。あの九軍 (ぐん)神はよいお手本であると思 (おも)ひます。私共でも九軍 (ぐん)神の額 (がく)を拵へて何かあれば家内中で拜 (おが)むやうにしてゐる。之を一の目標にしてゐます。さういふ風に何か本當に目の前に子供に觸 (ふれ)れ易 (やす)い目標、卽 (すなは)ち九軍 (ぐん)神なら九軍 (ぐん)神を毎日拜 (おが)んでゐると、だんだん尊敬 (そんけい)するやうになる。さうする中に自然に愛 (あい)國心といふものが出來ます。殊 (こと)に九軍 (ぐん)神は朝鮮 (せん)の子供で知らないものはないのでありますから、九軍 (ぐん)神といへばピンと頭 (あたま)に來ると思 (おも)ひます。私も毎日宮城遥 (よう)拜 (はい)の習 (しう)慣 (くわん)をつけやうとしたがどうも目標がないので困 (こま)つてゐますと、香 (か)山さんに倣つて感 (かん)服したのです。
嶋元　　鈴木君達の感想はどうです。
鈴木　　私は徴兵制度が發布された九日の午後七時ころ新聞を見たが、その時は新聞の字が見えない位に本當に喜しかつた。あの日の新聞を何回も讀返へしました。これで半島に生れ皇國臣民として畏れ多くも　天皇陛下から直接お召に與ることが出來るのだと思ふと、この時代に生れ斯様な皇恩に浴することの出來る自分達は本當に幸福者だと思ひました。自分達は仕事の上から絶へず兵隊さんに接する機會が多いので何時も戰陣訓を聞かされるので、その度に本當に一日も早く自分達も兵隊さんになつて志願兵や皇軍將兵と共に第一線に出られる日が來ないかと、それが待ち遠しく仕方がなかつた。そこへ徴兵令が發布されたのでとても嬉しかつたのです。その日友達と話合ひ、自分達の仕事、毎日習つてゐる技術を以て[必]ず航空隊に入つて御奉公する積りであります。今日は航空隊の強弱によつてその國の強い弱いが決るとまでいはれてゐる位であります。それで、この飛行機の重要性といふことは今度の大東亞戰爭においてもはつきり見られたのでありまして、我國は開戰と同時にハワイ大爆撃を敢行、瞬く間に戰果を舉げ、なほ南方においても到るところ大きな戰果を舉げてゐることを見ても、この空軍と言ふものがどんなに國家にとつて重要性を持つてゐるかと言ふことが明かであります。それでありますから私達も一日も早くお召しの早いことを望んでをるのであります。その日が來れば第一線に立つて一生懸命自分の技術を發揮して國家に盡したいと思つてゐます。
嶋元　　高山君 (くん)、丁字屋 (や)はなかなか青訓 (くん)が盛 (さか)んであるが、どんなことをやつてゐます。
高山　　私は昨年十月青訓 (くん)を出ました。私は『海行かば』の通り身 (み)を以て實行することを何よりの幸福かつ光榮と感 (かん)じたのであります。私は豫 (かね)てより軍 (ぐん)人志 (し)願 (ぐわん)でそれが出來なければ軍屬 (ぐんぞく)になつてお國に盡したいと勉 (べん)強 (きやう)してをるのでありますが、目下は百貨 (くわ)店 (てん)の店 (てん)員を務めてをります。今回の發布 (ふ)によつてこの身體を國に捧 (さゝ)げるのだと、友達とも語 (かた)り合つたことが屢 (しば)々あります。又この發布 (ふ)によりまして、半島 (たう)青年はすつかり肝玉を入れ替 (か)へまして日本軍 (ぐん)人として恥 (はづ)かしくないものになることが出來ると思 (おも)つてゐます。然し果 (はた)して半島 (たう)人にそれだけの覺 (かく)悟 (ご)があるか何うかと懸 (け)念 (ねん)してをられる方もあるやうですが、その點 (てん)は御安心願 (ねが)ひたいと思 (おも)ひます。畏 (かしこ)くも明治大帝 (てい)におかせられましては明治四十四年日韓併合の當時、朝鮮 (せん)統 (とう)治の御方針 (しん)をお示 (しめ)しになりまして、大正昭和とお示 (しめ)しの通りになつてをりまして、今日を以つて愈よこゝに内鮮 (せん)一體 (たい)の實を見ることになりました。ここにおいて我々も眞の皇國臣 (しん)民 (みん)となつた以上、すつかり肝つ玉を入れ替 (か)へ、一意お國のため御奉公 (こう)する決心であります。
嶋元　　この徴 (てう)兵令を實施してくれといふことを屢 (しば)々いつてゐる人があるが、私は、君 (きみ)等はさういふけれどもそのやうな熱 (ねつ)を以ていふだけ果 (はた)して半島 (たう)の青年を指 (し)導 (どう)してゐるのか、それをいふより先づ逆 (ぎやく)に我々は斯の如 (ごと)き熱 (ねつ)を以てやつてゐるのであるといふことを示 (しめ)すべきではないかと、いつたのであります。寧 (むし)ろ夏 (なつ)山さんのやうに市井の青年を指 (し)導 (どう)して行かねばならんと思 (おも)ひます。日本人は徴 (てう)兵令を布いて下さいなど、さういふことは畏 (おそ)れ多 (おほ)くていひ出すことは出來ないのであります。徴 (てう)兵といふものは之は大元帥 (すい)陛下より命 (めい)ぜられることであつて、我々國民 (みん)から要望 (ぼう)すべき筋 (すぢ)合のものではない、そこをよく理 (り)解 (かい)して本當の皇國臣 (しん)民 (みん)となるならば自然解 (かい)決が出來るものと思 (おも)ひます。これは指 (し)導 (どう)者階 (かい)級 (きう)に徹 (てつ)底 (てい)した啓 (けい)蒙 (もう)運 (うん)動を起さなければならんと思 (おも)ひます。
夏山　　日本人になるといふことは非常 (ぜう)な大事業 (げう)だと考 (かんが)へなければなりません。只 (ただ)易 (やす)々と半島 (たう)人が本當の日本人になれるといふ考 (かんが)へは非常 (ぜう)な間違 (ちが)ひであります。之には非常 (ぜう)な努 (ど)力と苦 (く)勞 (ろう)をしなければなりません。寝 (ね)てをつては眞の日本人にはなれません。私はいつも青年にかういつてゐます。色々困 (こん)難 (なん)な場面 (めん)に遭 (そう)遇 (ぐう)して鍛へられてこそ初 (はじ)めてなれるのであつて一人一人が乃公は日本人になるんだといふ決心を持たなければ出來ない大事業 (げう)です。それには忍 (にん)耐と努 (ど)力と修 (しう)養 (よう)がなければなりません。只 (ただ)易 (やす)易 (やす)日本人になれるといふ考 (かんが)へ方はいけない、日本人には三千年の傳 (でん)統 (とう)の血 (ち)が流れてゐるのでありますから、さう簡單 (たん)に行くものではない。半島 (たう)人はもつと努 (ど)力しなければいけない。日本傳 (でん)統 (とう)の中にあるその目的 (てき)といふものを考 (かんが)へるならば自らそれに向 (むか)つて身 (み)を以て實踐 (せん)しようといふ氣持にならなければなりません。
今實際その氣持になつてゐることは事實であります。今のお話のやうに徴兵令を布いてくれという要望はなかつた、布かれるのが當然といふ状態にあつた。それでありますから教育の問題でもその通りであります。布いても差支へないと言ふことになれば要望がなくても布かれるのである。それには布いても差支へないと言ふ狀態になることが肝要であります。さうすれば問題は自ら解決するのであります。本當の日本人になるやう努力しなければならんと思ひます。
嶋元　　どうも長い時間、大變よい話を承りまして有難う御座いました。（1942年5月17日）
